
新しい時代の学びを実現する学校づくり

令和２年２月
「府中市学校施設改築・長寿命化改修計画」策定

◆第一期改築実施校

◆第二期改築実施校

府中第八小学校

令和７年９月１０日
教育委員会

本市が目指す学校施設

①子供たちが毎日を快適で安全・安心に、生活し学ぶ
ことができる学校施設
・安全・安心な学校
・快適に授業が受けられる学校

②子供たちが生き生きと学び、確かな学力、豊かな心、
健やかな体の調和のとれた「生きる力」を身に付け
られる学校施設
・学習環境の充実

③学校と地域で連携し、地域で子供たちを育てていく
ことができる学校施設
・子供たちの成長を支える学校

④地域の方々の生涯学習・文化・スポーツ活動の場や
災害時の避難所の役割を果たし、地域コミュニティ
の拠点となる学校施設
・地域コミュニティの拠点となる学校

⑤公共施設の一つとして、施設の総量抑制や圧縮、
財政バランスの維持に向けた手法の検討などの
公共施設マネジメントの取組を実現できる学校
施設
・持続可能な施設整備
・将来の人口動態などに柔軟に対応できる学校

⑥その他
・環境負荷の低減等に配慮した学校施設

府中第一中学校

府中第三小学校 府中第六小学校

・児童の交流や多様な学習形
態に利用できる空間を整備

・災害時の運営にも配慮
・プールの暑さ対策として庇
を広く設計

・児童や地域住民が郷土の歴
史の学習や交流ができる郷
土歴史ギャラリーを整備

・周辺の街並みとの調和を
図った外観、広い教室や
一直線の廊下など使いや
すい内部空間

・約90kw分の太陽光パネ
ルを配備し、ゼロカーボ
ンシティの実現に貢献

本市が目指す学校施設に基づいた改築の実績

③④ピロティ ①②特別支援教室 ④防災広場 ①②みんなのホール ①②学習ラウンジ ⑥太陽光パネル

これまでの学校改築の進め方

・クラスを超えた協働学習
などに利用できるオープ
ンスペースを整備

・特色ある教育活動の一つ
である稲作活動（収穫祭）
を天候に左右されないよ
うピロティを整備

・災害時の運営に配慮

・昇降口を入ってすぐの位置
に「かしの樹ホール」を配
置して、日常的な交流がで
きる場を整備

・個人ロッカーを廊下に整備
し、十分な教室空間を確保

・災害時に活用できる玄関
ホールを整備

①②校庭 ②オープンスペース ③④ピロティ ②かしの樹ホール ①昇降口 ④マンホールトイレ

【総合教育会議資料２】
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新しい時代の学びを実現する学校づくり

次期改築実施校の進め方（府中第五小学校、府中第九小学校）

児童数 ８３０人
※令和７年４月現在

校地面積 約1.9ha

教育を取り巻く環境と学校施設に求めら
れるニーズの変化を踏まえ

令和７年１月
「府中市学校施設改築・長寿命化
改修計画」を改定し
第２次計画を策定

建設費の高騰等による総事業費の見直し

近年の猛暑を踏まえた学校プールの在り方

全国で相次ぐ不審者の侵入防止対策

省エネルギー・省資源型の学校を整備
（府中市ゼロカーボンシティの実現）

新たな課題を踏まえた学校づくりのポイント学校づくりにおける新たな課題

府中第五小学校 府中第九小学校

児童数 ４５０人
※令和７年４月現在

校地面積 約1.5ha

〇学校の特長を活かした改築を進めるため、今後、授業の中で

児童から子ども目線での新しい学校づくりのアイデアを聴取

予定

〇保護者や地域住民の参画による「新しい学校づくり検討会」

において、改築事業について多方面から検討予定

◆新しい時代の学びに必要な機能を整備しつつ改築事業費を抑制
・児童数に見合った適正な教室数・教室面積の確保
・仮設校舎を活用しない整備方法の採用 など

◆プール整備の方向

・屋外プールは整備しない
・集約化及び民間屋内プールの活用 など

◆確実な安全確保のためのセキュリティ区画の整理

・地域開放も考慮したセキュリティの構築 など

◆一層の環境負荷の低減を目指す施設づくり

・ZEBの採用 など
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